
５　地域におけるその他の普及活動 

花きの安定生産支援 

～デルフィニウム栽培管理改善～

（課題番号　２） 

 ◆活動年次：令和６年度

◆対　　象：みついし花き振興会（５６戸） 

◆目標事項：デルフィニウムの栽培管理技術改善 

◆到達度合：栽培管理項目の確認・改善　０戸→２戸（到達度50％） 

 
　1　課題の背景　 

　・花き振興会の販売実績の７割以上を占めるデルフィニウム生産において、近年、生育不良
により減収しているほ場が見られている。特に、消毒直後の作型で病害（茎腐萎凋病）が　

 発生する事例が問題となっている。
　・前年度は、個別巡回による生育不良対策の助言、緑肥導入の呼びかけを行った。消毒直後

から茎腐萎凋病が多発するほ場（2戸）の原因究明と改善策の提案を中心に活動した。 
　 
　２　活動の経過　 

○前年重点的に支援した農家を巡回し、消毒直後の病原菌の持ち込みリスク軽減策（作業機

の洗浄の徹底、土壌消毒の畝上処理と耕起作業の省略）の継続支援と経過確認を行った。 

○本年に生育不良が発生した農家に対し、消毒前後のフザリウム菌量確認や病害診断の実施、

要因解析と対策の提案、消毒前後の病害リスクのポイントについて周知を行った。 

○巡回時に消毒後２作持たせたいが判断基準を求められることが多く、一助になる可能性を

考えバイオスティミュラント（BS）資材の効果について町実験センターと調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
　３　活動の成果　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　４　残された問題点 

 ・消毒前後の工程管理確認の周知、消毒頻度の低減の手段が求められている

 ・排水性改善や土壌物理性改善、暑熱対策等による生育不良、採花率低下

　５　今後の対応 

 ・効果的な土壌消毒実施に向けた情報の共有化

・生育不良要因となる栽培環境改善支援

 〇土壌病害発生ほ場の発病抑制を確認

 　本年の消毒直後の作型では、２戸とも病害はほぼ見られなかった。

 〇当年生育不良圃場の対策について

　消毒実施圃場では菌量測定により消毒効果を確認した。生育不良については、７戸

中茎腐萎凋病は４戸であったが、土壌物理性が原因と考えられる症状も３戸で確認さ

 れ、排水性改善や物理性改善等についての対策を提案した。

　工程管理については、前年の２戸に加えて、６戸に対してチェックポイントについ

 て周知を行ったが、対策の改善までは至らなかった。

 〇消毒後の対策・消毒前後の工程のポイントについての周知

　　　BS資材では初期生育はやや良好であったが、発病株率の差は確認できなかった。

前年改善圃場の生育確認 消毒前後のフザリウム菌量測定 BS資材の効果確認


